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   A 71-year-old man visited our hospital complaining of a nodule in the left inguinal region. 
Pathological and immunohistochemical examination of the prostate and the mass and clinical ex-
amination revealed  a case of prostatic cancer with lymph node metastasis, stage D. Chemoendocrine 
therapy (diethylstilbestrol diphosphate, cisplatin, adriamycin and carboquone) was performed and 
the patient responded well. This case indicated the presence of an unusual prostatic cancer in 
which large non-regional superficial lymph node metastasis occured. 
                                                  (Acta Urol. Jpn. 37: 765-767, 1991)
















現症=体 格は痩型,栄 養状態は中等度.身 長155
cm,体重41kg,体温36.8℃,血圧100/60mmHg.左
鼠径部に鳩卵大の硬 く可動性のない腫瘤を2個 隣接 し
て触知 した(Fig.1).直腸診にて前立腺は クル ミ大,





































病 理 組 織 所 見:前 立腺 生 検 に てmoderatelydiffer-
entiatedadenocarcinomaが認 め られ た(Fig.3).
また,左 鼠 径 部腫 瘤 生 検 に よ り検体 は リ ソパ 節 で あ
り,リ ンパ 節 の基 本 構 造 が 認 め ら れ な い 程,poorly
differentiatedな異 型 細 胞 のdiffuseな増 生 を 認 めた
(Fig・4)・metastasisの形態 か らはpoorlydifferen-
tiatedの要 素 も強 い こ と が 示 唆 され た.さ らに,免
疫組 織 化 学 的 検索 と し て,Dako社 製 のprostatic
acidphosphatase(PAP)およびprostatespecific
antigen(PA)のキ 呼 トを 用 い酵 素抗 体 間 接 法(ABC
法)で 行 な い,前 立 腺組 織 と 同様 に 鼠径 部腫 瘤 組 織 に
お い て も染 色 陽 性 を示 した.
以 上 に よ り,鼠 径 部 リンパ節 転 移 を伴 う進 展 した前




















治 療 経 過:1988年8月上 旬 よ り内 分 泌 療 法 と し て
diethylstilbestroldiphosphate250mg/dayの点滴
静 注 をlI日間投 与 後,さ らに 抗 癌 剤 に よる化 学 療 法 と
してcisplatin50mglbody週1回,adriamycin30
mg/body週3回,carboquone3mg!body週1回投
与 を1ク ール と して3週 間 お きに3ク ー ル点 滴 静 注を
施 行 した.そ の結 果,左 鼠 径 部 腫 瘤 は触 知 で きな くな
り,異 常値 を示 して いたPA,r-Smは 正 常 値 とな っ
た,1989年3月22日退 院 とな り,現 在,外 来 に てes-
tramustinesodiumphosphate560mg!day投与 中






















ら9)は報告 している.私 達の経験 した症例は鼠径部腫
池田,ほか:進行性前立腺癌 ・鼠径部腫瘤
瘤の触知を主訴とした非領域表在 リンパ節転移であっ
た.最近では,鈴木 ら10)により側頸部,腋 下,鼠 径部
への非領域表在 リンパ節転移例が報告されている.
近年,遺伝子工学の発展に より前立腺癌 の組織 化
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